中学校技術・家庭科（家庭分野）シラバス
主としてＱ形式の枠の中は、生徒の皆さん向け、☆の枠の中は、保護者の皆さん向けの内容になっています。
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技術・家庭科（家庭分野）ではこんな勉強をします！
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２学年

	学期月
	題材名（単元名）

	後期


	１０月
	Ⅲ地域の食文化を受け継ごう（８時間）
①地域の食文化を調べよう

②地域の料理を作ってみよう

③会食の計画を立てよう

	
	１１月
	Ⅱ消費生活と環境（３時間）
1 ゴミ問題について考える

2 環境に配慮した生活
3 環境への影響を考えた生活

	
	１２月
1月

	Ⅳ衣生活・住生活と自立（４時間）
1 住まいの基本的機能
2 安全な室内環境の整え方
3 快適な住まいの工夫
自分らしい着方・選び方をしよう（７時間）
①自分らしく着よう

②衣服の選択と活用について考えてみよう
日常着の手入れ（１０時間）
①入れの仕方を調べよう

②洗濯と洗剤について知ろう

③しみ抜きをしよう

④資源や環境に配慮した衣生

⑤衣服の手入れと補修をしよう（補修の基礎を磨こう）

	
	
	布を用いた物の作成(3時間)

	
	
	

	
	２月

・

３月
	



※使用する教科書は『開隆堂』
授業の約束

1 チャイム着席を必ずする

2 初めと終わりのあいさつ・返事は大きな声ではっきりと♪♪

3 授業道具（教科書・ファイル）２点セットを持ってくる
（実習に使うものなどを忘れた場合は減点します）

· 忘れた場合には必ず言いにくる

4 先生と話す時は、ていねいな言葉を使う

5 質問がある時は手をあげる

※おしゃべり・てわるさ・プリントへの取り組みが悪い場合はチェックして関心意欲から減点します。
☆ 学習指導要領及びその解説書には、次のように定められています。


【技術・家庭科の目標】


生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能の習得を通して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てることをねらいとしています。


【技術・家庭科の授業でどんな学力を付けるのか】


○生活や技術について関心をもち、生活を充実向上させるために進んで実行しようとすること。


○生活について見直し、課題の解決を目指して工夫し、創造することができること。


○生活に必要な基礎的な技術を身に付けること。


○生活や技術に関する基礎的な知識を身に付け、生活と技術とのかかわりについて理解することができること。








Ｑ１ なぜ、技術・家庭科（家庭分野）を勉強するのですか？


社会の変化や科学技術の進展に伴って、家庭生活も大きく変化していますが、これらの変化に主体的に対応し、よりよい生活を創造するためには、人間が生活するよりどころとなる家族や家庭の在り方を理解し、自立した生活を営む能力と態度を身に付けることが必要です。そのため技術・家庭を学習することで生活の基盤となる家庭や家族の機能を理解し、衣食住などの生活に関わる基礎的な知識と技術を習得することによって、生活の自立を目指し、家庭生活をよりよく豊かに創造しようとすることを目指します。





Ｑ２ どのように学習を進めますか？


どんな準備がいりますか？


１・２年生の場合


毎週１回、２時間続きの授業で、前期は１年生が家庭を、後期は２年生が家庭を学習します。技術を担当するのは剱持先生、家庭を担当するのは寺田です。


３年生の場合


通年で技術と家庭科を各週で行います。


☆家庭科の授業は、主に教室で行います。


☆実習では、裁縫箱や調理の身支度として給食着が必要です。


☆教科書（家庭分野）は、３年間使いますので大切に使いましょう。また、３年間の学習の積み重ねとして、配付されたプリントはノートに貼り付けて活用します。





☆ 技術・家庭科の学習内容です。


学習内容は「技術分野」及び「家庭分野」、の２つの分野で構成されています。家庭分野は、Ａ「家族・家庭と子供の成長」、Ｂ「食生活と自立」、Ｃ「衣生活・住生活と自立」、Ｄ「身近な消費生活と環境」となります。
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☆ 技術・家庭科の評価の観点は、次のようになっています。


【技術・家庭科の評価】


生活や技術への関心・意欲・態度


積極的に取り組む意欲や態度などを重視して評価します。主に、作業や実習、実習計画立案への積極性、毎時間の学習への取組状況、作品の提出状況、レポートや作文、家庭での実践記録などを評価します。


②生活を工夫し創造する能力


習得した知識や技術を積極的に活用し、生活を工夫したり創造したりする能力を評価します。主に、既習事項の活用状況や実際の生活の場で工夫したり、創造したりする状況などにより多面的に評価します。


③生活の技能


実際の生活の場面で必要とされる基礎的な技術が身に付いたかどうかを評価します。主に学習過程における技能の習熟状況、完成した作品などにより多面的に評価します。





④生活や技術についての知識・理解


基礎的な知識を身に付けているか、また、家庭生活とのかかわりについて理解しているかどうかを評価します。主にレポート、学習プリントの記入状況、テストなどで評価します。








